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１． はじめに 

 

 都内で土砂災害警戒区域に指定されている場所の

うち、およそ 3 割が八王子市に集中していることはご

存知だろうか。都内、7800 カ所が自治体にハザードマ

ップなどの作成が義務付けられている土砂災害警戒

区域に指定されているなか、その 3 分の 1 に当たる、

2172 カ所が八王子市に集中していると言う事がわか

っている。その理由として、八王子市の地形が原因で

あると考えられる。 

 

 

 

出典 

(https://www.jiban.co.jp/images/tips/kihon/ground/

municipality/tokyo/hachioji/J13_hachioji.png) 

 

 

 

 これは八王子市にとって大きな脅威であると言える

のではないだろうか。上記に伴い、八王子市では、現

在、市内の住民に対して様々な働きかけや、啓蒙活

動を行っている。市内のハザードマップ作成や、Ｔｗｉｔｔ

ｅｒによる情報提供、防災訓練などの活動を実施して

いる。 

しかし、土砂災害対策として大きな効果が期待され

ている砂防ダムなどを市内全域に完備するには、莫

大な費用と時間がかかってしまう。行政の公助だけで

は防災には限界があると感じられる。 

 では、公助以外の自助と共助を高めていくにはどう

すればいいのか。そこで私たちは、まず市民一人ひと

りの自助をどのように高めるかというところに着目する

ことにした。そして、そのために誰もが利用しやすい新

しい防災の形、「New Style 防災」を私たちは提案する。 

この提案により、八王子市民それぞれの防災の意

識が高まり、自助を促すことに繋がるのではないだろ

うか。 

 

2．提案内容 

 

 避難訓練などの行政による災害対策は見受けられ

るが、その対策は十分とは言えず土砂災害が頻発し

ている。その結果、八王子市民に大きな被害を及ぼし

ている現状が続いているが、個人単位での対策は進

められていなかった。 

その原因として、「準備しなければならない」という

意識があるものの、賞味期限切れや劣化が原因で、
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非常食や防災グッズの保持率が減少していることが

挙げられる。 

 

 

出典 

(https://community.lavida.jp/lavidacom/article/blog/

blog2/34983/) 

 

それを解決すべく、私たちはレンタル式の防災グッ

ズや非常食を定期的に供給できるシステムを考案し

た。これを私たちは、新しい防災のあり方と位置づけ、

「New Style 防災」として提案したい。 

 「New Style防災」の特徴として、①防災グッズはレン

タル式、②非常食は定期的に供給されるという 2 つが

挙げられる。 

 レンタル式防災グッズは、レンタルを開始し、返却し

たいと感じたときには、未使用の場合に限り、先払い

した金額から手数料を引いた額を返金するというもの

である。 

逆に防災グッズを持ち続けた場合には、防災グッズ

の劣化に伴い、企業がメンテナンスを行う。そのため、

各自の手間が省け、安心して子供の世代、そしてそ

の次の世代へと受け継がせることが可能となる。 

企業側のメリットとして、親から子への再契約がなさ

れるため顧客を得ることができ、継続的な収益を上げ

ることが可能となる。 

非常食は定期的に届くシステムである。非常食の

賞味期限は基本 5 年で、常に意識するのは難しく、買

い替えるのが面倒だと感じるのではと考える。そこで

私たちが考えた定期非常食のシステムは、賞味期限

が近くなった非常食を企業が回収し、新しいものと取

り換えに来るというものである。 

例えば、自宅にあった賞味期限 5 年の非常食が、

残り 2 か月で賞味期限が切れてしまうとなった時、企

業が新しい非常食を渡すために自宅を訪問する。そ

の際に、食べた分の非常食はその分の集金をし、同

時に賞味期限間近の非常食を受け取る。受け取った

非常食は、企業が訳あり商品として販売、または被災

地やフードバンクに配送するといったものである。 

 消費者側としては、使った分だけ支払い、定期的に

非常食を交換してくれるため、手間が省け、無駄がな

くなる。一方、企業側としては、寄付などによる PR の

きっかけになり、非常食を常備してもらえることで顧客

を独占できるなどのメリットが見込めるのではないかと

考える。 

基本的に、防災グッズは非常食とセットで販売され

ていることが多い。しかし、「New Style 防災」では、レ

ンタル防災グッズ、非常食を別々に購入できるので、

様々なニーズに応えられるというのも強みの１つであ

り、これによって防災グッズへの関心が高まり、自助

の意識が高まるのではと考えている。 

 

3．おわりに 

 

 以上みたように、八王子市において、避難訓練など

の行政による対策は見受けられるが、個人単位での

準備が進められていなかったことから、私たちはレン

タル式の防災グッズや非常食の仕組みを考察した。 

 私たちが考える「New Style 防災」が八王子市民の

方々に周知されることを望んでいる。これにより、賞味

期限切れの非常食を無くし、防災グッズの所持率を上

げることを目標として、一人ひとりが防災について高

い意識を持ってほしいと考えている。 
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